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Ⅰ. サステナビリティファイナンスの資金充当状況（2024年3月31日現在）
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（1）サステナビリティボンド

（2）サステナビリティローン

調達日 年限 充当状況 リファイナンス比率 適格プロジェクト

2024年3月27日 4年 114.7億円/114.7億円 100% 鉄道建設業務
主要幹線及び大都市交通線（29.2億円）
民鉄線（85.5億円）合計 114.7億円/114.7億円 100%

発行日 回号（年限） 充当状況 リファイナンス比率 適格プロジェクト

2023年5月30日 第162回債 （10年） 100億円/100億円 100%

鉄道建設業務
  主要幹線及び大都市交通線（80億円）
民鉄線（279.4億円）

  都市鉄道線（170.6億円）

2023年8月30日
第163回債 （5年 ） 50億円/50億円 100% 
第164回債 （20年） 130億円/130億円 100%

2023年11月29日
第165回債 （2年） 80億円/80億円 100%
第166回債 （10年） 70億円/70億円 100%

2024年2月28日 第167回債 （ 10年 ） 100億円/100億円 100%

合計 530億円/530億円 100%
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出典：国土交通省総合政策局環境政策課 公表資料より作成

Ⅲ. 輸送量当たりのCO2排出量（2022年度）

Ⅳ. 鉄道建設業務の主要路線の鉄道利用者数（2021年度）

出典：国土交通省 鉄道統計年報より作成

Ⅱ. 適格プロジェクト毎の事業状況

環境報告書 https://www.jrtt.go.jp/corporate/efforts/environment-report/

財務諸表、事業報告書、決算報告書 https://www.jrtt.go.jp/ir/financial/

業務実績等報告書 https://www.jrtt.go.jp/corporate/policy/plan.html

債券内容説明書 https://www.jrtt.go.jp/ir/bond/

 適格プロジェクト（鉄道建設業務、船舶共有建造業務）を含めた
当機構の各事業の詳細については、各年度の業務実績報告書等
にて公表しております。

 直近の実績については、以下のリンクをご覧ください。

輸送手段 旅客：g-CO2/人キロ 貨物：g-CO2/㌧キロ

自家用乗用車 128 1,136
営業用貨物車 - 208

航空 101 -
バス 71 -
船舶 - 43

鉄道 20 20

路線名
定期（千人キロ） 定期外

（千人キロ）
合計

（千人キロ）通勤 通学 定期計

西武鉄道 池袋線 1,746,756 425,729 2,172,485 1,200,327 3,372,812
小田急電鉄 小田原線 3,780,111 1,433,803 5,213,914 3,087,401 8,301,315

埼玉高速鉄道 154,854 17,058 171,912 77,533 249,445
北総鉄道 215,360 45,442 260,803 122,065 382,868

東京臨海高速鉄道 りんかい線 149,775 17,120 166,895 153,958 320,853
東葉高速鉄道 227,271 48,446 275,717 119,273 394,990

横浜高速鉄道 みなとみらい線 75,730 6,580 82,310 69,221 151,530
首都圏新都市鉄道 つくばエクスプレス 1,228,595 147,563 1,376,158 655,901 2,032,059

https://www.jrtt.go.jp/corporate/efforts/environment-report/
https://www.jrtt.go.jp/ir/financial/
https://www.jrtt.go.jp/corporate/policy/plan.html
https://www.jrtt.go.jp/ir/bond/
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